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コウノトリ育む農法アンケート調査結果報告
～コウノトリ育む農法のさらなる拡大に向けて～
　コウノトリ育む農法の実施拡大に向けて、同農法に対する市内農業者の意向を把握するアンケート調査を実施した。

その結果を報告する。

１　現状

⑴　コウノトリ育む農法は、コウノトリ自然放鳥の２年前の平成１５年から始まり、今年１１年目となる。この間、同農法の栽培面積も順調に増加し、コウノトリの餌場として野生復帰を支えている。
　　〈コウノトリ育む農法の栽培面積の推移〉
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⑵　同農法で栽培された「コウノトリ育むお米」の販売店舗は、イトーヨーカドー、サンエーを中心に５００店舗を突破し、全国の消費者に支えられている。
⑶　「コウノトリ育むお米」のブランド化を一層推進し、持続可能な取組みとして定着させるためにも、栽培面積（生産量）のさらなる増加を図る必要がある。
２　アンケート調査の概要
⑴　調査期間

　　　平成２５年６月～７月
⑵　調査対象

　　　水稲栽培農家（３０アール以上の耕作者）　２，３８４人（水稲作付面積２，６０４ha）

　　　※市内水稲作付面積　３，０２２ha　⇒　約８６％の農地が対象
⑶　主な調査内容

　ア　コウノトリ育む農法に対する認知度

　イ　コウノトリ育む農法に取り組めない理由や課題
⑷　回答者数および回答率
　　１，２５３人（回答率５２．６％）
３　アンケート調査結果の概要

⑴　コウノトリ育む農法の認知度

　　「良く知っている」（約４０％）「少しは知っている」（約３５％）となっており、４人に３人はコウノトリ育む農法を知っている。
　⑵　コウノトリ育む農法への取組意向　　　　　　　　　　　　　
　　　[image: image2.emf]
　⑶　コウノトリ育む農法への取組みの阻害要因

　　「取り組んでみたいが取り組めない」と回答された方の阻害要因となっているものは、下記のとおりとなっている。
　　[image: image3.emf]人　数
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※複数回答可の設問のため、合計人数は４１５人と一致しない。
　　「早期湛水不可」「雑草対策」「手間がかかる」の３項目が阻害要因の約６０%を占めており、これらを解消することが育む農法の拡大につながる。
４　コウノトリ育む農法拡大のための課題と対策
⑴　課題

　ア　早期湛水・冬期湛水等で隣接する田んぼに水が浸み出すこともあるなど、近隣圃場に迷惑が掛かることもあり、個人の意思では取り組めない農家が多い。
イ　抑草対策など、手間がかかるという理由で取組まない農家が多い。
ウ　水利権（許可水利）の関係から、冬期又は田植え前の早期に取水できない地域も多い。

エ　原則として袋体での玄米出荷となっており、乾燥調整施設等の設備を備えていない農家は出荷できない。

⑵　対策
ア　点（個人）ではなく、面（集落）での取り組みを推進する。
特に、地域農業の中心的役割を担う大規模農家、法人、営農組合等を中心に、周囲の
生産者と一体となった取り組みを推進する。
　　イ　雑草対策などの省力化を図る技術革新の導入を検討する。
　ウ　水利権の関係から、冬期や早期の取水が困難な地域について、近隣河川からの取水等を検討する。

　　エ　小規模な出荷量でもたじま農協のカントリーで受け入れできるよう調整を進める。
〔問合せ〕豊岡市コウノトリ共生部農林水産課　℡0796－23－1127

資料　２











取り組んでみたいが取り組めない


415人


33.1％





取り組みたくない


495人


　39.5％





6.0％
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9.8％





17.9％





18.4％





22.8％











コウノトリ育む農法に「取り組んでみたい」と「取り組んでみたいが取り組めない」と回答された方は４６２人で、約３７％。


３人に１人が、コウノトリ育む農法への取組みに前向きな意思があることが分かった。


　





取り組んでみたい　47人　3.8％





その他


未回答


296人


　23.6％





5.7％





5.4％





4.4％










